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1. 音楽の素晴らしさ 

記憶というものは極めて曖昧なものである。具体的な事象やそれに伴って感じ

たことはよく覚えているが、ただ単に何かに心動かされるような、心情的なこと

はすぐに忘れてしまう。大学在学中だったと思うが、音楽を聴いて、誰かにその

すばらしかったことを、話さざるを得ないほどの感銘を受けたことがある。 

それは、ラジオを通して聴いたレフ・オボーリンの

ピアノ演奏だった。演奏終了後すぐに、従姉に電話を

かけて、「いまのオボーリンの演奏、聴いた？」と尋ね

た。彼女は武蔵野音大でピアノを専攻していて、オボ

ーリンが来日し、渡辺暁雄指揮、日フィルと共演する

ことをよく知っていた。勿論、彼女もその演奏をラジ

オで聴いていた。二人でその卓越した演奏について語

り合ったことを覚えている。その演奏がどのように素

晴らしかったかはまるで覚えていない。演奏の良さを言葉で表すことは、直前に

聴いた音楽でさえ難しい。 

 いまから調べると、オボーリンが来日演奏したのが１９６５年１０月２２日で

ある。オボーリンが来日した頃には、オイストラフと共演したベートーヴェンの

「クロイツェル」と「春」が入ったレコードを持っていた。演奏が優れていたの

は勿論だが、昔のラジオとは云えども、実況生放送

を聴くのと、編集したレコードで聴くのとではずい

ぶん違ったと思う。 

私が、音楽、とくにクラシックを聴くようになっ

たのは、高校時代である。大学に入ってからは、武

蔵野音大でピアノを教えていた叔母や音大生の従

姉妹たちの影響で、音楽の話をするのは当たり前の

ようになっていた。いまでも、その従姉妹たちとは

兄弟同様のお付き合いをしている。もと東響でオーボエ奏者だった旦那もいて、

みんなで集まると、飲みながらの音楽談義になってしまう。 

 

２．オーディオを楽しむ 

私がステレオ装置らしき、アンプやチューナー、レコードプレーヤーを揃えた

のは、現在の家を購入してからで、それ以来、たくさんのレコードも買った。で

も、あまり高価な装置は持っていない。音楽は、曲の次は演奏で、次が録音、最

Series 20   
オーディオ   
つれづれの記  



後に再生装置だと思っている。 

オーディオの雑誌を見ると、高価な装置は評価が高い。安い装置は入門者向け

ということになっている。私はそういう意味では、いつも入門者だ。お金もない

が、家の中のスペースに制約されて、大きいスピーカーなど置けない。現在、私

は２セットのオーディオ装置を使っている。メインの装置はリビングにあり、も

う一つが書斎にある。メインの装置は１９９３年頃から、代々7.1 チャネルシス

テムだ。マルチチャネルにしたのは、コンサートホールで聴く感覚でクラシック

を聴きたかったからで、たまたまアンプを買い換えたいと思って秋葉原に行って

見つけたものである。ヤマハが出していた、ＤＳＰ－２０００という、今で云う

ＡＶアンプである。メインスピーカーは従来のプリメインアンプに接続し、セン

タースピーカーやフロントとリアのエフェクトスピーカー、サブウーハーを加え

て、実際のコンサートホールの音場を作り出すという代物である。スピーカーは

たくさん要るが、大きいスピーカーは必要ない。そのあと、９８年にメインアン

プも、スピーカーもほとんどを入れ替え、アンプはヤマハのＤＳＰ－Ａ１に替え

ている。 

それと同時にスピーカーはフロントをハーベスＨＬ－Ｐ３ＥＳに替えた。ＢＢ

ＣモニターのＬＳ３／５Ａを改良してクラシックを中心とした音楽用にアップグ

レイドしたものである。このスピーカーは、フロントスピーカーとしてクラシッ

クを聴くには最適であると思う。 

現在は、ヤマハのＤＳＰ－ＡＸ４６００を使っている。Ａ１に比べると音場の

数は少ないが、オーディオ用ＡＶアンプとして設計されたもので、静謐感はすば

らしい。ＤＶＤプレーヤーも同時にユニバーサルプレーヤーに買い換えたが、ほ

とんどＣＤプレーヤーとして使っている。 

最近はマルチチャネルシステムもオーディオファンから見直されつつあるよう

だが、数年前まではピュアオーディオファンからはＡＶアンプでクラシックを聴

くのは邪道のように云われた。もちろん、家電量販店なんかで、テレビの前に置

いてあるサラウンドシステムはやはり 5.1チャネルの映画を見るためのもので、

音楽を聴くには不満を感じるかもしれない。しかし、良い音で、音楽を聴くに耐

えられるピュアオーディオ用のスピーカーとＡＶアンプを使えば、大型スピーカ

ーにも負けないシステムになると思う。マ

ルチチャネルで音楽を聴くメリットは、コ

ンサートホールで音楽を聴いているのと同

じ雰囲気を味わえることである。それと床

や壁などをあまり気にしなくて済む。もち

ろん、映画の音声をマルチチャネルで聴く

のも楽しみたい。テレビで放送される音楽

番組や 5.1 チャネルで放送される番組をテ

レビに付いているスピーカーで聴いたので

はつまらないと思ってしまう。 

 

３．ＡＡＦＣの思い出 
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１５年前（２００７年）にＡＡＦＣに入会し、約１年しか在籍しなかったが、

「イデアル・ウインド・アンサンブル」の演奏会や「名曲喫茶巡り」などよく覚

えている。 

例会ではいろんな音楽を聴かせていただき、自作のスピーカーやアンプなどの

音も聴くことができた。うらやましいのは、みなさんが、時間的にも、経済的に

もずいぶん余裕をお持ちだという事だ。 

もう一つは会員の奥さんがオーディオに関して、よく理解してくださっている

ことである。一般的に女性のオーディオファンは少ない。我家では、自分の部屋

ではいつもＣＤやレコードを聴いているが、リビングルームにあるメインシステ

ムでＣＤを聴くのは、女房が留守のときだけで、普段はめったに聴かない。 

また、自作のスピーカーで綺麗でピュアーな音を聴かされると、つい欲しくな

る。書斎のオーディオ装置は確かにオーディオ誌の云う、入門用だが、昔入会し

ていた時のオークションで買ったスピーカースタンドのお陰で、音がよく響くよ

うになり、トーンコントロールも高低音を強くする必要がない。その方が柔らか

くて良い音が出る。 

 

今では音楽に関しては以前より熱心になり、コンサートにもよく行くようにな

った。 

現在はテレビやスマホでもストリーミング音楽を、ワイヤレス・イヤフォンで

聴いている。時代が随分変わったものである。 

再び、ＡＡＦＣに入会させていただき、次は昔とは違った分野にもチャレンジしてみたいと

思っている。 

今でも、「趣味はオーディオではなく、音楽鑑賞である」で良いと思っている。 

 

  

 

 


